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ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岩
手
県
医
療
局
労
働
組
合（
県
医
労
）は
、
心

か
ら
み
な
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。
人
生
に
お
け

る
新
た
な
第
一
歩
。
期
待
と
緊
張
の
日
々
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

職
場
で
は
、「
お
ぼ
え
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
！
」。「
大
丈
夫
か
な
？
」
と
少
し
不
安
に
感

じ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
誰
で
も
み
ん
な
同

じ
で
す
。
一
ヶ
月
後
、
二
ヶ
月
後
に
は
き
っ
と

今
と
違
う
自
分
が
い
て
、
笑
顔
が
増
え
て
い
た

り
、
躊
躇
な
く
話
し
か
け
ら
れ
る
自
分
に
気
づ

く
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
環
境
に
慣
れ
る
こ
と

が
大
事
と
、
自
分
自
身
を
励
ま
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
７
年
余
。
津
波
に

よ
り
全
壊
し
た
３
つ
の
県
立
病
院
の
再
建
が
実

現
し
、
多
く
の
方
々
が
喜
び
、
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
自
ら
が
被
災
し
な
が
ら
、
寒
い
屋
上

で
の
お
世
話
や
搬
送
な
ど
患
者
さ
ん
を
第
一
に

行
動
し
守
っ
た
仲
間
は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。

　

県
医
労
は
、
元
気
で
働
き
や
す
い
職
場
・
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
よ
り
良
い
職
場
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
県
医
労
に
加
入

し
、
仲
間
と
し
て
一
緒
に
力
を
あ
わ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

新採用者のみなさんへ
中央執行委員長　中野るみ子　

　女性部は『楽しく活動』を目標にしてい

ます。温泉旅行やおいしいものを食べなが

ら、誰もやさしく教えてはくれない女性の

権利・母性保護等々も学びます。みんなで

集まって、『グチ』を磨いて要求にしましょう。

　みなさん、初めまして！青年部では様々な

行事を通して同じ病院内だけではなく、他

の県立病院、他県の人とも交流できる機会

があります。いろんなところに仲間を作って、

楽しいことや悩みを共有していきましょう。

　みんなで一緒に楽しい思い出を作ってい

けたら嬉しいです。

女性部

青年部長
○○○○

ようこそ
県医労へ

女性部書記長
○○○○○

青年部
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終
わ
ら
な
い
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
そ
の
ま
ま
帰

宅
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
基
本
は
定
時
で

帰
る
こ
と
。
仮
に
時
間
外
ま
で

働
い
た
場
合
に
は
、
別
途
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
こ
と
を
「
超

勤
（
超
過
勤
務
）」
と
も
言
い

ま
す
。
日
勤
な
ら
始
業
８
時
30

分
前
、
終
業
17
時
15
分
以
降
は

　

新
採
用
者
・
転
入
者
を
迎
え
、

職
場
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で
は
、

勝
手
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
い
も
多

い
も
の
で
す
。
疑
問
や
問
題
は

遠
慮
せ
ず
職
場
の
先
輩
に
た
ず

ね
、
迎
え
る
側
も
積
極
的
に
声

を
か
け
、
不
安
を
解
消
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　

県
立
病
院
に
は
、
正
規
職
員

の
約
７
割
（
医
師
を
除
く
）
が

加
入
す
る
「
労
働
組
合
」
が
あ

り
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
岩
手

県
医
療
局
労
働
組
合
（
略
称
＝

県
医
労
）」。
看
護
は
も
ち
ろ
ん

医
療
技
術
や
事
務
、
栄
養
管
理

な
ど
、
職
員
で
あ
れ
ば
臨
時
職

員
や
パ
ー
ト
職
員
で
あ
っ
て
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

県
医
労
で
は
、
労
働
条
件
の

改
善
と
労
働
者
の
生
活
向
上
を

追
求
し
、
組
合
員
と
そ
の
家
族

の
福
利
厚
生
も
行
っ
て
い
ま

す
。
権
利
な
ど
様
々
な
学
習
活

動
、
旅
行
や
食
事
会
な
ど
の
文

化
活
動
も
あ
り
、
青
年
部
（
30

歳
ま
で
の
組
合
員
）
で
は
季
節

に
応
じ
、キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
労
働

組
合
に
加
入
し
、
一
緒
に
学
び

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
は
時
間
が
か

か
る
も
の
。
仕
事
の
手
順
や
物

品
の
場
所
を
覚
え
る
だ
け
で
精

一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

帰
宅
時
刻
に
な
っ
て
も
仕
事
が

も
ち
ろ
ん
、
昼
休
憩
（
60
分
）

に
休
め
な
い
分
も
全
て「
超
勤
」

で
す
。「
働
い
た
分
は
請
求
す

る
」の
は
当
然
で
、新
人
で
あ
っ

て
も
法
律
で
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
れ
な
く
き
ち
ん
と
請

求
し
ま
し
ょ
う
。

　「年次有給休暇」は、個人が自由に取得

できる休暇です。病気休暇などとは違い、

取得に特別な理由は一切不要。行事や予

定が特になくても、休みたい時に請求で

きます。個人の「権利」であり、病院長

や職場上司から「もらう」ものではあり

ません。「年次はあげられない」などと平

気で言う職場管理者がたまにいますが、

それは大きな間違いであり権利侵害です。

　交代制職場では、勤務表作成時に「休

み希望」として、他職員と事前調整して

いますが、あくまでも年次取得の正式ルー

ルは「有給休暇処理簿」に記入し提出す

ること。使用者側には、休暇を別の日に

変更させる権限（時季変更権）があります

が、あくまでも「病院の事業運営に著し

い支障がある」などの、特別な場合に限

定されています。

〜新採用でも労働者〜

研修の期間でも働いた分は
　しっかり超勤請求しよう！

よ
う
こ
そ
県
病
へ

労
働
組
合
っ
て
何
？

定
時
に
帰
ろ
う

超
勤
は
請
求
し
よ
う

年次休暇は
個人の「権利」
です
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　東日本大震災津波から７年目の３月１１日、
盛岡市のもりおか歴史文化会館前広場で、犠牲
者を悼む「祈りの灯火」が行われました。いわ
て労連は今年も竹灯籠を飾り、復興への思いを
新たにしました。

祈りの灯火2018
東日本大震災7年行事

　

復
興
県
民
会
議
主
催
の
「
東

日
本
大
震
災
津
波
７
年
の
つ
ど

い
」
が
３
月
17
日
、
野
田
村
総

合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
全
体
で
１
３
０
名
、
県

医
労
か
ら
３
支
部
・
本
部
９
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元

な
も
み
太
鼓
の
会
に
よ
る
迫
力

あ
る
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
祐
士
野
田
村
長
に
よ
る
記

念
講
演
「
東
日
本
大
震
災
・
津

波
か
ら
の
復
興
の
軌
跡
～
野
田

村
の
あ
ゆ
み
～
」は
、最
初
に
、「
３

･

11
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
」
と
当
時
の
野
田
村

沿
岸
か
ら
襲
っ
て
く
る
津
波
の

映
像
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
野

域
活
性
化
が
心
配
。
利
活
用
支

援
を
し
て
欲
し
い
」
と
、
県
に

対
し
て
は
「
防
潮
堤
、
防
潮
林

の
早
期
完
成
を
」
と
要
望
し
ま

し
た
。
新
町
町
内
会
会
長
の
中

野
さ
ん
は
「
災
害
公
営
住
宅（
戸

建
て
）は
５
年
で
買
い
取
れ
る

が
、
建
設
費
高
騰
で
２
～
３
倍

に
な
り
そ
う
だ
」
と
不
安
の
声

を
紹
介
。
地
域
活
動
の
担
い
手

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
事
さ
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
津
波

か
ら
園
児
を
避
難
さ
せ
守
っ
た

野
田
村
保
育
所
か
ら
は
、
保
育

士
の
茂
石
さ
ん
と
澤
里
さ
ん
が

発
言
。「
日
頃
の
訓
練
が
力
を
発

揮
し
た
。
全
壊
し
た
保
育
所
は

高
台
に
新
築
さ
れ
、
村
の
避
難

場
所
に
な
っ
た
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
の
お
知
ら
せ
で
、
復
興

県
民
会
議
の
金
野
耕
治
事
務
局

長
が
「
被
災
者
住
宅
再
建
支
援

金
を
５
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

る
署
名
を
大
き
く
広
げ
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

田
村
は
復
旧
の
ス
タ
ー
ト
が
早

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
背
景
に
は
、

小
さ
い
自
治
体
で
あ
る
こ
と
と
、

被
災
者
が
財
産
放
棄
を
し
て
く

れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
の

こ
と
。
了
解
し
て
く
れ
た
こ
と

で
自
宅
の
解
体
作
業
が
始
め
ら

れ
、
遺
体
捜
索
が
進
み
３
月
28

日
に
は
全
員
の
遺
体
確
認
が
出

来
た
、
と
。
地
元
の
医
師
の
存

在
の
大
き
さ
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

防
潮
堤
や
津
波
浸
水
区
域
の
利

活
用
、
土
地
区
画
事
業
に
つ
い

て
も
紹
介
し
、「
津
波
防
災
緑
地

や
高
台
団
地
な
ど
事
業
は
ほ
ぼ

終
わ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
に
は
時
間
が
か
か
る
け
れ
ど
、

仲
間
な
の
で
大
丈
夫
と
考
え
て

い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

４
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
地
域
づ

く
り
協
議
会
元
会
長
」
の
外
舘

さ
ん
は
、
地
権
者
の
意
見
を
集

め
て
村
と
話
し
合
い
、
土
地
区

画
整
備
事
業
に
反
映
さ
せ
た
５

年
間
の
活
動
を
報
告
。
村
に
対

し
「
宅
地
の
空
き
地
が
多
く
地

シンポジウムの様子

講演する小田祐士野田村長

あの恐ろしさを
忘れてはならない
～東日本大震災津波７年のつどい～



4

	　３月３日(土)、岩手医労連主催の「36協
定・安全衛生委員会担当者会議」が盛岡市の
都南公民館で開催され、６支部・本部15名、
岩手医労連全体で35名が参加しました。
　日本医労連・労安対策委員で盛岡医療生協
安全管理者の○○○○さんが、活動の目的や
メンタルで休業をよぎなくされた職員の職
場復帰の支援について講義。不調者の早期対
応・ラインケア(個別の指導・相談)が重要で、
労働者の健康は、本人と家族のためにあると
話しました。そして衛生委員会は、労使交渉
の場でもあり労働組合の役割が発揮出来る
場でもあると話しました。続いて全医労岩手
地区協議会議長の○○○○さんが、「36協定
の進め方」について話し、「36協定は、労働
者にとって最大の武器です。交渉は『退かず、
媚びず、容赦なく』要求実現のためには情け
無用」と力強く訴え
ました。注意点の一
つとして、36協定
はすぐ締結しないこ
とが重要だと話しま
した。

さようなら原発
 岩手県集会2018
　３月10日、東日本大震災津波から

７年を前に、盛岡劇場で「さような

ら原発岩手県集会2018」が開

催されました。集会には350人

が参加。弁護士で映画監督の河

合弘之さんのパワフルな講

演のあと、盛岡市内を「原

発再稼働反対！」「子どもを

守ろう！」「東北電力原発やめ

て！」とサウンド・デモで訴え

ました。

足
り
な
い
看
護
師

改
善
し
な
い
現
状
に
怒
り

〜
日
本
医
労
連 

対
政
府
交
渉
〜
　

　

１
日
目
は
、
岩
手
選
出
の
国

会
議
員
を
訪
問
し
、「
夜
勤
改

善
・
大
幅
増
員
署
名
」（
岩
手

医
労
連
分
）
を
届
け
て
懇
談
し

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
看
護
交
渉
に
は
、

43
名
が
参
加
し
、
厚
労
省
か
ら

は
医
政
局
と
労
働
基
準
局
が
対

応
し
ま
し
た
。
看
護
職
員
の
確

保
や
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い

て
医
政
局
担
当
者
は
、「
現
状

で
は
看
護
職
員
の
確
保
法
改
正

の
予
定
は
な
い
。
引
き
続
き
財

政
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、医
政
局
担
当
者
は「
試

算
か
ら
み
て
も
看
護
師
が
不
足

し
て
い
る
の
は
事
実
」
と
認
め

た
上
で
、
需
給
分
科
会
で
の
議

論
と
し
て
①
新
規
養
成
、
②
離

職
防
止
、
③
復
職
支
援
の
３
つ

　

３
月
６
～
７
日
、
日
本
医
労

連
中
央
行
動
・
国
会
議
員
要
請

と
政
府
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
の

実
現
、
社
会
保
障
の
改
悪
阻
止

を
求
め
る
行
動
に
、
全
国
か
ら

２
７
５
名（
岩
手
か
ら
は
８
名
、

内
、
県
医
労
か
ら
２
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

を
看
護
職
員
確
保
対
策
と
し
て

行
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

交
渉
団
は
、
確
保
法
基
本
指
針

が
示
す
月
８
日
以
内
夜
勤
が
守

ら
れ
て
お
ら
ず
、
月
13
回
も
夜

勤
に
入
っ
て
い
る
実
態
や
、
現

場
は
人
手
不
足
・
過
密
労
働
で

耐
え
ら
れ
な
い
状
況
を
伝
え
、

「
人
手
不
足
を
認
識
し
て
い
る

の
な
ら
、
そ
こ
か
ら
議
論
を
ス

タ
ー
ト
し
直
す
べ
き
で
あ
る
」

と
訴
え
、「
現
場
の
声
を
反
映

さ
せ
議
論
し
て
ほ
し
い
」
と
強

く
要
請
し
ま
し
た
。

政府と交渉する医労連の要請メンバー

原発
いらない！

健康は本人と家族のために
36協定・安全衛生委員会担当者会議
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  ３月３日土曜日、盛岡市で女性５
団体（ピースアクションいわて）によ
る「ひな祭りレッドパレード」が行
われました。子ども連れの若いお母
さんなど約40人が参加し、大通を「憲
法改悪反対」「女性は戦争絶対いやだ」

「子どもに平和な未来を渡そう」など
とコールしながらパレードし、９条
改憲の危険性をアピールしました。
  続いて、県革新懇が「アベ政治を
許さない！」と毎月３日に行ってい
る「３の日行動」に合流し、「安倍
９条改憲ＮＯ！」「アベ政治を許さ
ない！」とコールを繰り返し、スタ
ンディング行動で訴えました。同時
に、「3000万署名」にも取り組みま
した。

　

３
月
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー
。

男
女
平
等
・
女
性
の
権
利
、
平

和
を
求
め
世
界
の
女
性
た
ち
と

連
帯
す
る
日
で
す
。
今
年
の
国

際
女
性
デ
ー
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

女
優
が
発
し
た
「
＃
Ｍ
ｅ　

Ｔ

ｏ
ｏ
」
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
セ
ク
ハ
ラ
問
題
や
女
性
に

対
す
る
暴
力
、
差
別
撤
廃
の
機

運
の
高
ま
り
の
中
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

盛
岡
市
で
は
、
勤
労
福
祉
会

館
を
会
場
に
50
名
（
県
医
労
か

ら
は
１
支
部
・
本
部
５
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
経
済
学
研
究
者
で

基
礎
経
済
科
学
研
究
所
副
理
事

長
の
後
藤
宣
代
さ
ん
が
、「
ト

ラ
ン
プ
時
代
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
～
声
を
あ
げ
続
け
る
世
界
の

女
性
た
ち
～
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

　
「
Ｕ
Ｎ　

Ｗ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
」（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の
国
連
機

関
）
の
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ　

ｉ
ｓ　

Ｎ
ｏ
ｗ

（
い
ま
こ
そ
行
動
を
）」。
後
藤

さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
誕
生
の
失
望
の
中

で
、
最
初
に
声
を
あ
げ
た
の
は

女
性
た
ち
だ
っ
た
。
広
が
る
格

差
の
中
で
、
連
帯

し
て
立
ち
上
が
る

の
は
女
性
た
ち
で

あ
る
。
今
や
、
女

性
蔑
視
は
、
世
界

中
を
蔑
視
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

声
を
上
げ
、
行
動

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
つ
な
が
ろ
う
」

と
語
り
ま
し
た
。

講師の後藤宣代さん

世界の女性と手をつなぎ

今こそ行動を！
2018

国際女性デー
岩手県集会

 I  ♥
憲法

子
ど
も
に
平
和
な

未
来
を
渡
そ
う
！

世界の女性と手をつなぎ

今こそ行動を！
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動
画
を
視
聴
し
学
習
。
視
聴
後

は
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
街
頭
署
名
を
す
る
上
で
の

不
安
な
こ
と
を
出
し
合
っ
た

り
、
署
名
を
集
め
る
意
義
や
目

的
を
共
有
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
後
は
、
去
年
参
加
し

た
経
験
者
か
ら
署
名
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も

ら
い
、
い
ざ
街
頭
宣
伝
へ
向
か

い
ま
し
た
。
取
り
組
ん
だ
署
名

は
、「
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労

働
の
改
善
を
求
め
る
国
会
請
願

署
名
」。
ま
ず
青
年
部
長
が
マ

イ
ク
を
握
り
、
署
名
の
趣
旨
に

つ
い
て
説
明
。
続
い
て
、
グ

ル
ー
プ
の
代
表
者
が
交
代
し
な

が
ら
、
職
場
の
実
態
を
訴
え
ま

し
た
。
冷
た
い
風
の
中
、
な
か

　

３
月
17
日
（
土
）、
岩
手
医

労
連
青
年
部
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
in
盛
岡
が
開
催
さ
れ
、
全

体
で
24
名
、
県
医
労
か
ら
は
４

支
部
・
本
部
７
名
が
参
加
し
、

署
名
活
動
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
夕

食
交
流
会
を
通
し
て
絆
を
深
め

ま
し
た
。

　

署
名
活
動
で
は
、
昨
年
と
同

様
に
京
都
民
医
連
が
作
成
し
た

な
か
立
ち
止
ま
っ
て
署
名
し
て

く
れ
る
人
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、「
署
名
に
協
力
し
ま
す
！

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
励
ま
し
も
受
け
な
が
ら
、
約

45
分
間
の
取
り
組
み
で
98
筆
の

署
名
を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
会
場
を
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ン
に
移
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ

グループワークで署名について学習

現状を訴え、署名していただきました

交
流
会
。
署
名
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
チ
ー
ム
対
抗
戦
を
し

ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
２

ゲ
ー
ム
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
単
組
紹

介
が
行
わ
れ
、
署
名
活
動
や
ボ

ウ
リ
ン
グ
交
流
会
の
感

想
を
交
流
し
ま
し
た
。

署
名
に
つ
い
て
は
、「
実

際
に
断
ら
れ
る
と
悲
し

い
け
ど
、
書
い
て
も
ら

え
た
時
は
本
当
に
嬉
し

く
な
る
」、「
た
と
え
一

筆
で
も
、
そ
の
一
筆
が

と
て
も
大
切
だ
と
感
じ

た
」、「
署
名
活
動
に
は

積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
に
し
た
い
」
な
ど
署

名
を
訴
え
る
こ
と
の
大

切
さ
と
と
も
に
楽
し
さ

を
共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
行
わ
れ
る
「
み

ち
の
く
ア
ク
ト
in
岩
手
」
の
紹

介
ム
ー
ビ
ー
を
見
な
が
ら
、
９

月
は
ア
ク
ト
に
必
ず
結
集
し
よ

う
と
い
う
意
思
統
一
を
し
ま
し

た
。

　

最
後
は
、「
９
条
に
カ
ン
パ
イ
」

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
記
念

撮
影
。
平
和
だ
か
ら
こ
そ
、
自

由
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
、
時
間
の
許
す
限
り

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

「憲法９条にカンパイ！」

岩
手
医
労
連
ウ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

署
名
活
動
の
大
切
さ
を
実
感

青
年
の
想
い
に
集
ま
っ
た
98
筆
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「
２
時
間
以
上
の
超
勤
は
書

く
な
！
健
康
管
理
上
心
配
だ

か
ら
」
ｅ
ｔ
ｃ
…
。
前
月
の

超
勤
ト
ッ
プ
３
を
メ
ー
ル
発

信
す
る
。
何
か
が
お
か
し
い

で
す
。

中
央
支
部
　
お
ひ
な
さ
ま
…

　

　

　

青
年
部
の
活
動
は
い
つ
見

て
も
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
職
場
に
も
こ

の
よ
う
な
楽
し
さ
が
ほ
し
い

で
す
。
笑
っ
て
仕
事
を
す
る

時
間
が
増
え
た
ら
、
こ
れ
ほ

ど
良
い
職
場
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

南
光
支
部
　
○
○
○
○

　

　

　

今
年
は
寒
さ
＆
雪
で
大
変

で
す
ね
。
春
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。
新
年
度
が
笑
顔
で
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
!!
ス

タ
ッ
フ
増
員
を
願
い
ま
す
。

中
央
支
部
　
ハ
ニ
オ

　

　

　

現
在
、
妊
娠
中
で
す
が
、

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

　

２
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
25
名
の
応

募
が
あ
り
、
24
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
２
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ひ
た
す
ら
ト
ド（
一
戸
支
部
）、

も
も
ま
ま
、
ミ
ル
ン
ち
ゃ
ん（
以

上
、
中
央
支
部
）、
お
ひ
な
さ

ま
…
（
中
部
支
部
）、
み
か
ん
娘

（
江
刺
支
部
）、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

（
南
光
支
部
）、
み
っ
ち
ゃ
ん（
大

東
支
部
）、
コ
ロ
ち
ゃ
ん
、
は
な

ち
ゃ
ん
、（
以
上
、大
船
渡
支
部
）、

み
た
マ
マ（
宮
古
支
部
）

安
心
し
て
働
き
、
産
前
休
暇

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

組
合
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
困
っ
た
時
は
、

や
っ
ぱ
り
組
合
！

二
戸
支
部
　
ち
ょ
こ

　

　

　
「
外
来
案
内
表
示
シ
ス
テ

ム
」
導
入
。
本
当
に
必
要
な

も
の
は
、
人
員
…
。

中
央
支
部
　
金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う

　

　

　

本
の
購
入
は
ネ
ッ
ト
が
多

い
た
め
、
図
書
券
を
利
用
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で

き
れ
ば
ク
オ
カ
ー
ド
の
方
が

あ
り
が
た
い
で
す
。

一
戸
支
部
　
ひ
た
す
ら
ト
ド

　

　

　

な
ん
と
な
く
パ
ッ
と
し
な

い
日
々
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
キ
ラ
キ
ラ
が
ま
ぶ
し

い
。

　
久
慈
支
部

　
ぽ
っ
く
ん
か
あ
さ
ん

　

春
・
新
年
度
。

職
場
は
慌
た
だ
し

く
も
転
入
者
・
新

採
用
者
を
迎
え

緊
張
感
と
明
る
さ

が
交
錯
す
る
状
況

で
し
ょ
う
か
。
労

働
組
合
は
元
気

に
、
い
き
い
き
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
願
い
活
動

し
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
を
守

る
権
利
に
つ
い
て
も
学
び
、
つ

な
が
り
を
大
事
に
し
て
、
政
治

や
社
会
に
も
目
を
向
け
る
。
労

働
組
合
を
通
じ
、
全
国
の
仲
間

と
政
府
交
渉
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。「
人
手
を
増
や
し
て
欲
し

い
」「
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く
し

た
い
」
な
ど
、
仲
間
の
要
求
は

実
は
全
国
共
通
だ
っ
た
り
し
ま

す
▼
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

吉
田
照
美
さ
ん
は
「
今
は
国
民

一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
関
心
を
持

た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
」「
政

治
の
こ
と
を
話
す
と
煙
た
が
ら

れ
る
雰
囲
気
が
あ
る
け
ど
、
そ

れ
で
は
１
％
（
大
金
持
ち
）
の
た

め
の
政
治
は
変
わ
ら
な
い
。
だ

か
ら
、
み
ん
な
で
ど
ん
ど
ん
発

言
す
る
べ
き
だ
」
と
言
い
ま
す
▼

組
合
は
今
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署

名
（
３
０
０
０
万
署
名
）」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
憲
法
９
条

は
、
世
界
の
宝
。
な
の
に
、
改

憲
の
緊
迫
し
た
動
き
が
あ
り
ま

す
。
医
療
従
事
者
が
戦
争
ス
ト
ッ

プ
の
行
動
に
立
ち
上
が
る
の
は
、

歴
史
的
使
命
か
ら
。
過
去
の
戦

争
で
痛
苦
の
経
験
を
し
「
再
び

白
衣
を
戦
場
の
血
で
汚
さ
な
い
」

と
決
意
し
た
か
ら
。
仮
に
戦
争

に
な
っ
た
ら
、
軍
事
費
は
さ
ら
に

膨
ら
み
、
削
減
さ
れ
続
け
て
い

る
社
会
保
障
予
算
は
更
に
削
減

さ
れ
ま
す
▼
「
一
昨
年
９
月
『
戦

争
法
』
強
行
、去
年
は
『
共
謀
罪
』。

残
る
は
憲
法
９
条
に
『
自
衛
隊
』

を
書
き
込
ん
で
戦
争
す
る
国
の

総
仕
上
げ
を
し
た
い
ら
し
い
よ
、

ア
ベ
首
相
は
。
だ
か
ら
、
憲
法
９

条
を
守
り
た
い
の
。
３
０
０
０
万

署
名
を
お
願
い
！
」、
私
は
そ
う

訴
え
た
い
。�

（
る
）
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山
田
病
院
の
老
朽
化
で
、
病
院
が

２
０
０
６
年
に
新
築
移
転
。
そ
の
わ

ず
か
５
年
後
に
起
き
た
の
が
、
東
日
本

大
震
災
津
波
で
し
た
。
○
○
さ
ん
も
、

患
者
さ
ん
の
対
応
中
に
か
つ
て
な
い
大

き
な
揺
れ
を
感
じ
、
た
だ
ち
に
津
波

に
備
え
て
避
難
を
開
始
し
ま
す
。
し

か
し
、大
地
震
の
影
響
で
停
電
と
な
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
え
ず
、
車
椅
子
の

患
者
さ
ん
は
椅
子
な
ど
に
移
し
て
階

段
を
使
っ
て
２
階
に
。
さ
ら
に
大
津
波

の
恐
れ
も
あ
り
、
自
分
で
歩
け
な
い

患
者
さ
ん
は
シ
ー
ツ
に
包
ん
で
、
狭
い

ら
せ
ん
階
段
を
使
っ
て
屋
上
に
避
難
。

夜
は
真
っ
暗
な
２
階
の
病
室
で
過
ご
し

ま
し
た
。
幸
い
全
員
が
無
事
で
し
た
。

　

○
○
さ
ん
は
、
自
宅
や
家
族
も
無

事
で
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
１
年
間
、
再
任
用
で

働
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
旅
行
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い

ま
す
。「
船
で
北
海
道
へ
」「
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
で
夫
婦
で
旅
行
」。
最
近
は

足
腰
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
体
力

作
り
に
も
励
み
た
い
と
、
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
す
。

は
未
踏
の
地
。
で
も
、
寮
で
一
人
暮
ら

し
を
し
て
き
た
○
○
さ
ん
は
、
臆
せ

ず
に
単
身
で
学
校
が
手
配
し
て
く
れ

た
山
田
町
の
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

先
輩
の
理
療
士
と
２
人
で
、
た
く

さ
ん
の
患
者
さ
ん
に
対
応
し
、
忙
し

い
毎
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
治
療
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
言

葉
に
励
ま
さ
れ
、
青
春
時
代
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

そ
の
先
輩
か
ら
組
合
加
入
を
勧
め

ら
れ
、
県
医
労
の
組
合
員
に
な
り
ま

し
た
。
岩
手
公
園
で
の
集
会
や
デ
モ
、

町
内
の
メ
ー
デ
ー
や
署
名
行
動
な
ど

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た

の
は
病
院
や
支
部
主
催
の
旅
行
。
仙

台
市
内
観
光
や
青
森
の
さ
く
ら
ん
ぼ

狩
り
に
、
み
ん
な
と
参
加
し
た
の
は

い
い
思
い
出
で
す
。

　

○
○
さ
ん
は
、
小
学
生
で
弱
視
が

判
明
。
３
年
生
ま
で
は
、
一
番
前
の

席
や
、
教
師
の
横
で
授
業
を
受
け
ま

し
た
。
４
年
生
に
な
る
と
き
に
、
両

親
が
盛
岡
の
盲
学
校
へ
の
転
校
を
決

め
ま
し
た
。
全
寮
制
で
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
過
ご
す
学
校
で
す
。
中
学
、

高
校
、
そ
し
て
鍼
灸
専
攻
課
の
３
年

の
計
12
年
間
を
寮
で
暮
ら
し
、
そ
の

と
き
の
仲
間
と
は
、
き
ょ
う
だ
い
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
す
る
と
き
に
、
担
任
か
ら
県

立
山
田
病
院
で
理
療
士
の
仕
事
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、
就
職
し
ま
し

た
。
学
校
の
行
事
や
家
族
旅
行
な
ど

で
、
釜
石
や
高
田
松
原
な
ど
を
訪
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
山
田
町

○ ○ ○ ○さん
（山田支部）

「
治
療
し
て
良
か
っ
た
」

そ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
続
け
て

　３月末で定年を迎えた理療士
の○○○○さん。中学でこの仕
事で生きると決め、県立病院に
就職。以来、山田病院で働き続
け、組合活動で職場の仲間とも
交流を深めました。○○さんに
これまでの活動をふり返ってい
ただきました。

理
療
士
に
な
っ
た

き
っ
か
け

何
事
に
も
臆
せ
ず

組
合
活
動
の
思
い
出

震
災
か
ら
７
年

退職者インタビュー

被災した山田病院から持ってきたマッサージ台の上で



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

４
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

４月の予定
７日（土）	 いのちと健康を守る岩手県センター・

	 全県代表者会議・学習会（県公会堂）

14日（土）	 支部長会議（水産会館）

21日（土）～ 22日（日）

	 いわて労連青年学習交流会（盛岡市）

	 退職者をねぎらう集い

	 （秋田県大仙市たざわこ芸術村）

５月の予定
１日（火）	 第89回メーデー

３日（木・祝）	 憲法記念日のつどい（盛岡市総合福祉センター）

19日(土)	 ナースウェーブ集会（県公会堂）

26日(土)	 支部長会議（水産会館）

給与
振込口座

カード
ローン

ろうきん
ダイレクト

ろうきん
Epiカード

当金庫に普通預金口座（総合口座含む）をお持ちの方でキャンペーン期間中に上記の対象取引を
ご契約された方にQＵＯカード（500円分）をプレゼント！！

いのち・暮らし・看護を守るために

5月19日㈯13：00～16：00
岩手県公会堂 2階26号室

20182018ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会

♥ 特別講演

　 　講師 尾崎恵子 さん（元客室乗務員）

♥ リレートーク

♥ 白衣のパレード


